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今年も 10月 の第二日曜日となる 17日 、「中国

人受難者を追悼し平和と友好を祈念する集いJが

安芸太田町安野発電所わきの小高い丘に建てられ

た記念碑前で行なわれました。昨年から続く新型

コロナウィルスの猛滅は 8月 になつて恐ろしいほ

どの勢いを増していて、前日の「集会Jも含め今

lnJの 「集いJの開催を前に暗い影を落としていま

したが、9月 に入つてから徐々におさまり始めま

した。9月 の末には緊急事態宣言やまん延防止措

置が解除され、ようやく「集会」ならびに「集いJ

の開催も大文夫だろうと思える状況になつてきま

した。とは言え、参加の呼びかけをあまり広くす

ることもできないので、これまでの関係者周辺に

限らざるを得ません。また昨年に続き今回 tj中 コ

からの受難者 (被害者)、 遣族の来日は見送らざる

を得ませんでした。ただ今年から一連の行事に参

加することになった中国人留学生の屈師帥 (く つ

すいすい)さ んが「集会J「集いJ「追悼法要Jの

様子をビデオで撮影し、中国でもネット上で見る

ことができるようにするということになりました。

テント張りなど会場設営はここ数年、斎藤さん

や小日さんや口島さんなど幾人かの地元の人たち

の協力で大変スムーズにできるようになつてきて

おり、心配された人気もときおり雨のばらつくと

きもあつたけれど晴れFHDの 出るときもあるなど大

きく崩れることはなく、おおよそ無事に「集いJ

は進行しました。

13時 30分 より、例年通り司原美知子さんのrl

会で 「集いJ力

'台

まり、まず足立修一弁護士が主

催者として挨拶され、来賓の挨拶となりました。

中国人受難者・遺族のメッセージが読み_Eげ られ、

安芸太口町長のメッセージが続きます。来賓とし

て参加予定だつた安芸太Httr長の橋本博明氏です

が、どうしても町長として対応しなければならな

い急用ができたとのことで、急達欠席となつたこ

とは残念でした。それでも前の町長から引き続き

「集いJへ参力‖されていることに、この地におけ

る歴史や日本と中国とのこれからへの思いを感 じ

ることができると思います。そして善福寺住職・

藤井慧心氏、広教組委員長 頼信直枝氏、中国駐

大阪総領事館総領事・詳貪1氏 (メ ッセージ)と続

きました。

ところで足立弁護J=は 、この夏に勝利した『黒

い雨J裁半Iの弁護団にも参カロされていま,。 前日

の「集会」の中で、足立弁護士から、この「黒い

雨」裁判からすれば、安野に強制連行された中国

人は広島市内で直接被爆した被爆者だけでなく収

容所に残つていた人達 t)含めて全員が被爆者と言

える、といつた内容の発言がありました。ふと安

野の 「戦後」はまだまだ終わつてないのかしら、

と思わされるひと言だつたように思いまう。もち

ろん終わつていないのは安野の「戦後Jだけでは

なく、いろいろなものが終わつていないとは思う

のですが。
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また他に、記念碑を施工された占村石材店の吉

村政則さんが新たに石材店をりき継ぐ清本裕通さ

んを伴って列席されました。吉村石材店も代替わ

りということですが、代林わりしてもこれまでと

変わらぬおつきあいを期待したいです。

恒例の竹内ふみのさんが演奏する二あ1の音色が

安野の山々に響き渡る中、参加者全員が記念碑に

献花して今年の 「集いJも 開会しました。

「集いJが終 rした後、場所を善福寺に移 して

これも恒例の 「遺悼法要」が行なわれました。本

堂左手前には藤井住職が天津にある 1在 日殉難烈

士・労■lT・L念館Jを訪問した際の写真がパネル展

示してあります。「追悼法要Jと 言っても、これは

法要に参加 した皆が、藤井fl:職 の 「
佛説阿弥陀

経Jの読経とともに中国式のお線香、 日本式のお

香をあげた後、今では当時のことを罰E言できる最

後の人である東栖薫さんのお話を聞いて 「追悼法

要Jも 終わりました。以前は証言者の一人である

谷キヨコさんも「集いJi法要Jに参加 し17Lけ てい

ましたが、ここ数年は見かけることがなくなりま

した。さすがに高齢になられて施設に入所されて

いると
'｀

うように聞きまり,

この頃には日暮れもそろそろ近づき、結構冷え

始めてきました。前日まではこの季節にしては暖

かい日が続いていて、半袖でも間に合つていた 1)

のが、「集いJの開かれたこの日を境に一段と時間

が進んだように思えたのでした。

さて広島の市民グルーープが安野の中国人強制連

行‖l題 に取り組み始めてからも相当な時間が経過

しました。その間にいろいろなところで、いろい

ろな組織で、人の人れ替わりや代替わり、また亡

くなられた方もいますが、それでもその入れIIわ

つた人や新 しく参加 した人、また地元の人たちと

のつながり、協力を得ながら今年の i集いJも 開

‖:す ることができたと思います。そうして、この

安野の歴史がさらに先まで繋がればと願 うのです。
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藤井住職の人ln‐ に

もよるのかも知れ

ませんが、ちょっ

としたユーモアを

交えたお話を聞い

て少 しばか リリラ

ックスした気持ち

になつて本堂に座

つていることがで

きます。今回のお

話にはお寺の IFの駐車場の一角に 「合葬巣Jを新

しく作られたということがありました。これは後

継者がいなくなりお墓の守り手がいなくなりつつ

ある現状に 1ヽして、宗派をFlわず誰でも入れると

いう新しいお墓の形らしいのですが、このお墓の

構想その1)の は先々代の住Ilのお考えだったけれ

ど、当時は経済的に作ることが難 しかつたものを

この度かなえることができたそうです。この先々

代が収容所で亡くなった中|」人五人のお骨を預か

り、先代がそれを中FJへ造骨送還 し、今のご住Itl

は.・L念碑の揮竜をされ、追1卓
71要 をlll続 してくだ

さるなど、ま福寺は安野の中IJ人強制L●行との巡

り合わせの深いお寺です。


